
 

  
 
 
 
 

 
 
 

２０１０年２月 

経験豊富なホテリエ、ロバート･ラガウェイ氏が、セントーサ島のプ

レミアリゾート、カペラ･シンガポールの新総支配人に就任しました。

ラガウェイ氏は、２０年以上に渡りシンガポール、アジア、アメリカ、ヨ

ーロッパの各地において豊富なホテル･マネージメントの経歴を持

ち合わせています。 

 

前職は、ブルガリ･ホテルズ＆リゾーツ、バリの総支配人として、当

プロジェクトが発足した２００５年３月より就任し、建設から２００６年の

オープンを含め、３００名のチームを率いて今日のブルガリ･バリの

成功に貢献してきました。 

 

カペラ･ホテルズ＆リゾーツの最高執行責任者、ボブ･ワーマン氏はロバート･ラガウェイ氏の総

支配人就任に際し、次のようにコメントしています。「２年目を迎えるカペラ･シンガポールにとっ

て、ロバートのすばらしい経験は貴重です。アジア随一の最高級リゾートに、アジアを制覇したた

ぐいまれな総支配人が就任することはたいへん喜ばしいことです。」 

 

ラガウエィ氏のホテリエとしての経歴は、フォーシーズンズ･フィァデルフィア、リッツカールトン･シ

カゴ、フォーシーズンズ･カンプトンプレイス･サンフランシスコなど著名なホテルで飲料部長から、

リッツカールトン･ソウルの副総支配人、さらに、リッツカールトン･ミレニア、シンガポールの支配人

として２００１年から２００５年までシンガポールに駐在していました。２００５年のワールド･グルメ･

サミットでは飲料部門のベスト･オブ･ザ･イヤーに選出され

るほど、飲料関係のバックグラウンドも持っています。リッ

ツカールトン･シンガポールで、その手腕を振るった後に、２

００５年、ブルガリ･バリの総支配人に就任しました。ラガウ

ェイ氏は、オランダ、ハーグのホテルスクールでインターナ

ショナル･ホテルマネージメントの学位を取得しています。

また、バリではバリホテル協会の会長をつとめ、ラ･シェー

ヌ･デ･ロティスール協会の会員にも名を連ねています。 

 



 

 

 

 

カペラ･シンガポールに関して 

シンガポールのプレミアリゾートデスティネーション、セントーサ島に、２００９年新たな宝石が誕

生しました。カペラ･ホテルズ＆リゾーツのアジアにおけるフラッグシップとなるこのホテルは、

ショッピングやビジネスの中心地へも至近距離でありながら美しい自然に囲まれる、理想的なロケ

ーションです。カペラ･シンガポールは、究極のパーソナルサービスとシンガポールのすばらしき

伝統と最先端の魅力を提供し、アジアにおけるラグジュアリーの基準を塗りかえたと言えるでしょ

う。また、当ホテルは、２戸のコロニアル･マナーを含む１１２室を有し、ヴィラはプライベート･プランジプ

ールと屋外バスタブを完備し、これらのアコモデーションはシンガポール最大の広さを誇ります。 

さらに、カペラ･シンガポールは、ホテルの施設やサービスを利用でき、長

期滞在用の、７２のスイートとデュプレックス、９戸のプライベートプール

付きマナーを併設しています。 

ホテル詳細は、 www.capellasingapore.com でご覧いただけます。 

最高級を求める最上級トラベラー及び最高級レジデンスオーナーに最適のウルトラ ラグジュアリ

ーを提供する新しいホテル＆リゾートブランド。ホスピタリティー業界における、ラグジュアリー

の基準を塗り替えたと言っても過言ではありません。カペラは、世界のトップトラベラーに向け、

最高級ブティックホテルを、すぐれた建築、デザイン、プライバシー、パーソナルなきめ細かいサー

ビスで提供します。カペラの創設者、ホルスト･シュルツェは、他のホテル会社が成し得ないレベル

のサービスを提供することを実現するため、当ブランドを創設しました。世界の主要ゲートウェイ

シティー、世界有数のリゾート地にオープン、または開発中のポートフォリオは、ブライデンバッ

ハホフ（ドイツ、デュッセルドルフ）、カペラ･バヒアマロマ（メキシコ、リビエラマヤ）、カペラ･バンコク（タ

イ）、カペラ･ダンボイキャッスル（アイルランド、キャッスルタウンベア）、カペラ･イスタパ（メキシコ、イス

タパ）、カペラ･ニセコ（北海道）、カペラ･ペドレガル（メキシコ、カボサンルーカス）、カペラ･シンガポー

ル（シンガポール、セントーサ島）、カペラ･テルライド（コロラド州）、シュロス･ヴェルデン（オーストリア、

ヴェルデン）に展開中。 

カペラ･ホテルズ＆リゾーツに関して 

このプレス･リリースに関するお問い合わせ、資料送付のご希望は、 

カペラ･ホテルズ＆リゾーツ日本地区ＰＲ代理店、ケントス･ネットワークまでご連絡ください。 

℡： 03-3403-5328 / e-mail： info@kentosnetwork.co.jp 

http://www.kentosnetwork.co.jp/ 


